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6．甌穴内に捕捉された砂礫の粒度組成
甌穴の内部に堆積した砂礫の粒度組成を4箇所で調べた（図19）。カメアナ型の小さい甌穴#4や
#19には，128mm以細の砂礫が堆積していた。このうち64mm以粗の礫は甌穴内に引っかかった亜
角礫であった。そのため小さな甌穴内では，64mm以粗の礫が激しく旋回して，甌穴を形成してい
たとは考えにくい。
甌穴#7と#12のように比較的大きい皿型の甌穴では，16mm以細の砂礫しか堆積していなかった。
16mm以粗の礫は，通過していったものと思われる。減水時，砂礫が運ばれにくくなった段階で，細
粒の砂礫が堆積したと思われる。
16mm以細の砂礫は個々の粒子の重量が小さく，効率的に岩盤を削るとは考えにくい。いっぽう
16mm～64mmの礫は個々の粒子が適度に重量をもち，かつ渦動に取り込まれて旋回しうる岩屑で
あり，甌穴の形成に深く関わっていると考えられる。ただし皿型の甌穴形成に，64mm～128mm，
あるいは128mm以粗の礫がどれほど寄与しているかは，今後に残された課題である。
Ⅴ．おわりに
隠岐の島町にある布施中谷の中流部に観察される甌穴群で，河道形状測量，甌穴の形態分類，河
床砂礫の粒度組成，ならびに甌穴内に捕捉された砂礫の粒度組成を調べた。その結果，甌穴群は，
河道幅4m～6m，河床勾配5.2°（1/11）の岩盤侵食河床に形成されており，全長30mほどの区間
に30個以上の甌穴が確認された。甌穴の形態には，縦断方向にのびた楕円形状の皿型甌穴が多く認
められ，円形に近いカメアナ型甌穴は数が少なかった。カメアナ型の下流に皿型が複合した甌穴も
認められた。これら3つの甌穴形態は，甌穴の長さと幅の比，深さで比べることで，それぞれの特徴
が明らかになる。また布施中谷の甌穴群は4本の列状分布を示す。これは水深数10cm～1mほどの
出水時に，流れの中に発生する２次流（縦渦）による砂礫の列状流下を反映したものと考察できる。
最後に布施中谷の甌穴群においても，「割れ目の少ない岩盤」と「研磨剤となる細粒な礫の流下」と
いった2つの条件を満たしていることが確認された。以上のように布施中谷の甌穴群に隠された自
然の仕組みの一端を解明でき，ジオパークに新たな知見を加えることができた。
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